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科目説明（共通科目） 

科目名 単位数 内          容 

国語表現 3 

１年次の「国語総合」のうち、「話すこと・聞くこと」「書くこと」を中心に発展的な学

習を行う。また「伝え合う力」を伸ばし、社会生活に生かせる国語能力を更に高め

ることをねらいとしている。 

世界史Ａ 2 

グローバル化した現代世界の特質と展開過程と人類の課題について考察する。

近現代史を中心とする世界の歴史をわが国の歴史と関連しながら理解し、人類

の課題を多角的に考察することによって、国際社会で主体的に生きる自覚と資質

を養う。 

数学Ａ 2 

場合の数と確率、集合と論理、および平面図形について理解させ、基礎的な知

識の習得と技能の習熟を図り、事象を数学的に考察し処理する能力を育てるとと

もに、数学的な見方や考え方の良さを認識できるようにする。 

体育 3 

体育運動の実践を通して生徒一人一人の社会的態度を育成し、運動することの

大切さを認識させる。体育運動の実践を通して心身の発達を図るとともに、その

集団の一員として協力しあい積極的に参加し、リーダーシップ性を養う。楽しく主

体的に運動に取り組み、将来の生涯スポーツの実践に役立てられる資質を養う。 

音楽Ⅰ 2 

歌唱・器楽・創作などの表現と鑑賞について幅広い学習を行い、生涯にわた

って音楽を愛好する心情や感性を高め、創造的な表現と鑑賞の能力を高める

学習を行う。 

美術Ⅰ 2 
絵画・彫刻、デザイン、映像メディア表現の表現と積極的に作品からよさや

美しさを感じ取り、幅広い見方ができる鑑賞の能力を高める学習を行う。 

書道Ⅰ 2 
漢字仮名交じりの書・漢字の書・仮名の書について書写能力の向上を図り、

表現と鑑賞の基礎的な能力を伸ばす学習を行う。 

コミュニケーション 

英語Ⅱ 
3 

２年の「コミュニケーション英語Ⅱ」からの継続。英語を通じて情報や考えなどを

的確に理解したり伝えたりする能力を伸ばし、積極的にコミュニケーションを図ろ

うとする態度を身につける。 

家庭基礎 2 
人の一生と家族・福祉、衣食住、消費生活などに関する基礎的・基本的な知識と

技術を習得し、家庭生活の充実向上を図る能力と実践的な態度を育てる。 

課題研究 2 

商業に関する課題を設定し、その課題の解決を図る活動を通して、専門的な知

識と技術の深化を図るとともに、問題解決の能力や自発的・創造的な学習態度を

育てる。 

総合実践 2 

商業の各分野に関する知識と技術を実践的活動を通して総合的に学習し、ビジ

ネスの諸活動を主体的、合理的に行う能力と態度を身につける。商業社会の一

員としての責任を自覚し、その職責をはたすとともに、規律礼儀を重んずる態度

を身につける。教科を通して人間的に成長する事を目標とする。 

 

  



選択科目（キャリアアップコース）１８９名        単位数はすべて３単位 

枠 科目名 内          容 備考 

Ａ 

商品開発 
商品開発に関する知識と技術を習得し、顧客満足を実現することの重

要性について理解するとともに、商品を企画・開発する学習を行う。 

マーケティング選択者

が望ましい 

管理会計 

管理会計に関する知識と技術を習得し、企業の業績の管理や短期的

な意思決定など、会計情報を経営管理に活用する能力を身につける

学習を行う。 

日商簿記１

級（原価計

算）の範囲 

２年生で

日商２級

を学習し

た者が望

ましい 
金融 

FP（ファイナンシャルプランナー）技能士検定は様々な分野（金融機

関、不動産業）の職業に必要な資格であるが、生活者の資格ともいわ

れる。その資格取得を目指す科目です。 

FP検定 

ビジネス情報管理 

情報通信ネットワークやビジネス情報システムに関する知識と技術を

学び、情報を管理し、共有することの意義や必要性について理解し、

業務の合理化を推進する能力を養う。ＩＴパスポートを受験。 

２年生で情報処理検定１

級を取得すること 

 

情報処理演習 

１年・２年で学んだコンピュータを使った情報処理技術をさらに深め

る。表計算の他に、Ｗｅｂページ作成やデータベースの活用について

学習する。 

ビジネス情報管理を選択

したが、１級に合格できな

かった者はこちらに変更 

Ｂ 

ビジネス経済 
ビジネスと経済、需要と供給、価格決定と市場の役割、経済成長と景気

循環、経済政策の５項目について学ぶ。 

マーケティング選択者

が望ましい 

※商業経済検定１級を

目指す者 

簿記総合演習 
就職や進学に生かせる簿記の上級資格（主に日商簿記２級）取得を目

指す科目です。 

簿記は基本的にはこちら

を選択する 

財務会計Ⅱ 

企業をとりまく環境の変化に応じて、２年次までに学ぶ「簿記」・「会計」

の知識・技術をさらに発展させ、より実践的な能力を身につける。主な

内容は企業グループ経営における連結財務諸表の作成である。 

２年生で日商２級合格した

者はこちらに変更する 

電子商取引 
コンテンツの作成、ウェブデザインと広告・広報、ウェブページの公

開、電子商取引とビジネスなどの学習を行う。 
 

プログラミング コンピュータプログラミングに関する知識と技術を学習する。  

Ｃ 

ビジネス実務 オフィス実務、珠算・暗算、ビジネス英語のうち２項目を学習する。  

広告と販売促進 

産広告や販売促進などに関する知識と技術を学び、マーケティングに

おける企業と消費者間のコミュニケーション活動の意義や役割につい

て理解を深める学習を行う。 

マーケティング選択者

が望ましい 

経済活動と法 

商業活動に必要な法規に関する知識を習得する。経済社会における

法の意義とその役割について学習するとともに、経済事象を法律的に

考え、判断する能力と態度を身に付ける。 

※商業経済検定１級を

目指す者 

観光実務Ⅱ 
２年次での「観光実務Ⅰ」を基礎とし、観光産業の構成と特徴を理解

し、今後の展望を自ら考え、観光に求められる資質を養成する。  

（必） 

観光実務Ⅰの選択者 

アクティブ 

イングリッシュ 

観光における様々な場面での会話表現を知り、外国人とコミュニケー

ションがはかれる基本的会話能力を身につけるとともに、英語でふる

さとを説明できるようにする。 

（必） 

ハワイ研修参加者 



選択科目（ステップアップコース）８８名         単位数はすべて３単位 

 科目名 内          容 備考 

Ａ 

経済事情 

グローバル化する現代経済を様々な角度から読み解き、生きた経済

事情を学ぶ。各テーマに沿った小論文・発表を通し、それと共に、現

代社会をいかに生きるかを考える。 

 

生物探究 ２年次で学んだ「生物基礎」の内容をより深く学習する。 
看護系への進学者は

選択した方がよい 

子どもの 

発達と保育 

子どもの発達の特性や発達過程、保育等に関する知識と技術を習得

し、子どもの発達や子育て支援について体験的に学習する。 
２０名まで 

商品開発 
商品開発に関する知識と技術を習得し、顧客満足を実現することの重

要性について理解するとともに、商品を企画・開発する学習を行う。 
 

金融 

FP技能士検定は様々な分野（金融機関、不動産業）の職業に必要な

資格であるが、生活者の資格ともいわれる。その資格取得を目指す科

目です。 

２年生で日商２級を学

習した者が望ましい 

情報処理演習 

１年・２年で学んだコンピュータを使った情報処理技術をさらに深め

る。表計算の他に、Ｗｅｂページ作成やデータベースの活用について

学習する。ＩＴパスポート受験。 

２年生で情報処理検定

１級を取得すること 

※取得できなかった者

は他教科に変更する 

Ｂ 

数学演習 

１・２年次の数学Ⅰ、３年次の数学Ａにおいて、基礎基本の内容を充実

させることに重点を置き、さらに数学の基礎的知識や思考の定着をは

かり、応用力を身につける。 

進学に数学が必要な

者（国公立、星稜など） 

中国語 
中国語の発音、文法などの基礎・基本を学び、中国語によるコミュニケ

ーション能力を高める。 
 

ビジネス経済 
ビジネスと経済、需要と供給、価格決定と市場の役割、経済成長と景気

循環、経済政策の５項目について学ぶ。 

※商業経済検定１級を

目指す者 

電子商取引 
コンテンツの作成、ウェブデザインと広告・広報、ウェブページの公

開、電子商取引とビジネスなどの学習を行う。 
 

簿記総合演習 
就職や進学に生かせる簿記の上級資格（主に日商簿記２級）取得を目

指す科目です。 
 

Ｃ 

ビジネス実務 オフィス実務、珠算・暗算、ビジネス英語のうち２項目を学習する。  

観光実務Ⅱ 
２年次での「観光実務Ⅰ」を基礎とし、観光産業の構成と特徴を理解

し、今後の展望を自ら考え、観光に求められる資質を養成する。 

（必） 

観光実務Ⅰの選択者 

アクティブ 

イングリッシュ 

観光における様々な場面での会話表現を知り、外国人とコミュニケー

ションがはかれる基本的会話能力を身につけるとともに、英語でふる

さとを説明できるようにする。 

（必） 

ハワイ研修参加者 

英語演習 
コミュニケーション英語Ⅰ・コミュニケーション英語Ⅱを基礎とし、演習

を通して、読解力・文法力の定着と伸長を図る。進学英語。 

進学に英語が必要な

者（国公立、星稜など） 

 


